
 

－－ 50年先の野洲市を見据えた新たな病院整備の推進－－ 
 

市民懇談会 次第 

 

１，市長あいさつ 

 

２，病院整備についての説明 

 

３，質疑応答 

 

４，おわりに 

 

 

 野洲市長の栢木 進でございます。 
 

 本年 1月 14日に熟考を表明して以降、ご心配をお掛けいたしておりました「野洲市民病院」の新たな整

備場所を、このたび市長執行部として定めました。 

 この新たな方策をお示しするまでの経過と、その都度の私の判断の内容について、以下にご説明します。 
 

 私は、令和 2年 10月の市長就任において、駅前はにぎわいを創出し税収を図る場とし、そこでの新病院

整備は行わないことを申し上げ、市民の皆様からの信任をいただきました。 

 そして、駅前整備の代替案として掲げていた現地建替えについて、就任後すぐに公的な検証を行っていた

だきました。その結果は、「建築技術的には可能ながら、医療を運営しながら施工することは困難」という

ものでありましたことから、止む無く断念をいたしましたが、そこで立ち止まることなく、３つの候補地を

示し、令和 3年 5月には「駅前Ｂブロックで病院を整備することに優位性がある」と判断をいたしました。 

 このとき、私が Bでと判断した最大の根拠は、駅前以外の場所で整備しようとした場合、病院事業債の一

括償還や社会資本整備総合交付金の不交付などで財政的な負担が大きく、昨年今頃当時の市や病院の資金

状況では対応できないとする試算結果を是と判断したことでした。そして、評価委員会の先生方から埋蔵文

化財の包含地であることや市の関係計画等との調整に時間を要することから、病院の早期整備を望む市民

の願いに応えられないと進言されたことや、当時の市議会の状況を見て、Ｂブロックであれば市議会に託さ

れた駅前を望む民意にも沿えると見込んだためでした。 
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 しかし、その後 10月に状況が大きく動きました。市議会議員の改選により議会の総意に変化が生まれ、

本年 1 月 5 日には市議会の最大会派から「Ｂブロックにおける病院整備を速やかに断念し、新たな用地に

整備すること等」の要望書が提出されるに至りました。 

 また、同じ頃、鋭意検討を進めていた、駅前Ｂブロックでの新病院整備の計画の草案が上がって参りま

したが、駐車場がわずか 40台で車寄せも少なく、動線も極端な縦型となってしまうその内容を見て、これ

では市民の医療を持続的に担える病院となり得ないのではないかと憂慮するに至りました。 

 そして、そもそも混雑しがちで市内各所からの車でのアクセスが困難な駅前に、すべての市民に公平に

使いやすくあるべき市民病院を整備できるのか、また、野洲市全体のまちづくりの起点というべき駅前南

口に、本当に病院が最適な施設なのか、と改めて思い巡らせるようになり、1月 14日、別の選択肢も視野

に市長執行部として熟考すべきと判断したものです。 
 

 熟考当初の頃は、市民の皆様や議員のご意見、そのほか野洲市内の開業医の先生を含む複数の医療関係

者の方からもご提案やアドバイスをいただきながら、野洲市の将来に禍根を残さない最良の選択をめざし、

Ｂブロックも対象に検討・熟慮しておりました。しかし、3月議会の終盤に「野洲駅前Ｂブロックでの病院

整備事業の早期再開についての決議案」が提出され、3月 25日、賛成が 7人という少数で謀らずも否決さ

れてしまうことが起きてしまいました。 

 私は、この B が否決されたという事実を極めて重く受け止め、そして 4 月に入り、今日お示しする内容

で整理するよう地域医療政策課に指示したものです。 
 

 新たに見定めた新病院の整備場所は、野洲市総合体育館の温水プール跡地です。 

 この場所は、昨年検討した３つのうちの一つの「体育館裏」と近接し、一部分重複する場所ですが、 

優位点はそのままに、当初で問題とされたいくつかの大きな課題をクリアできる場所であると考えていま

す。 

 そして何より、本市のほぼ「中央」に位置し、市内各所からの車でのアクセスに優れ、市街化区域に隣

接した利便性の高い場所であり、新病院の優良な整備場所であると考えています。 

 この提案は、本市のまちづくりに関わる政策の大きな変革であり、「新病院整備」と「駅前のにぎわいづ

くり」という二つの大きな課題を、「健康」を基軸としながらも、事業としては棲み分けて推進しようとす

るもので、市民の安心と安全を支える中核的医療の確保を確実なものとしつつ、駅前での賑わいと税収を

生み出す可能性を広げ、希望の持てる持続可能なまちの創造を可能とするものです。 
 

 本日は、この新たな方策の内容をお聞きいただくことで、これまでご心配いただきご懸念いただいてい

たことも払拭していただけると思っております。 

 本計画の実現に向け、皆様方には、忌憚のないご質問やご意見を賜りたいと考えておりますのでよろし

くお願いいたします。 

 コミセン 期日 開始時刻 

1 しのはら 6月 12日（日） 14時 

2 ひょうず 6月 18日（土） 14時 

3 ぎおう 6月 20日（月） 19時 

4 やす 6月 22日（水） 19時 

5 みかみ 6月 27日（月） 19時 

6 なかさと 7月 14日（月） 19時 

7 きたの 7月 15日（火） 19時 

 

令和 4年 6月 野洲市長 栢木 進 

開催日程 


